
当社は脱炭素技術の社会実装を積極的に推進しています。株式会社デン

ソー福島へ水素燃焼式アフターバーナ炉を納入し、この技術を含む取り

組みが「トヨタ技術開発最優秀賞」を受賞（株式会社デンソーとの共同

受賞）しました。また、UBE三菱セメント株式会社には世界初となる商

業規模実証試験向けアンモニア専焼バーナを納入し、セメント産業にお

ける脱炭素化の新たな一歩を実現しました。開発面ではPFAS（有機

フッ素化合物）熱分解技術に取り組み、株式会社鴻池組と共同で水素燃

焼式過熱水蒸気技術を用いたプロセスを成功させ、2023年9月に公表し

ました。PFASは環境分野において課題となる難分解性物質であり、水

素を活用したプロセスの検討・実証を通じて環境負荷低減に資する解決

策を提示しています。当社は水素にこだわらず、アンモニア燃料を含む

幅広い脱炭素技術の開発を推進し、持続可能な社会の実現に貢献してま

いります。

2023年11月に新設した熱技術創造センターを含む堺事業所内の統合研究

施設において、カーボンニュートラル実現への貢献を重要課題とする企

業として脱炭素関連のテスト設備をさらに拡充し、水素社会構築など多

方面への展開を目指しています。

1945年に設立した中外炉工業株式会社は、「熱技術で新しい価値を創造する」

を経営理念に、産業発展と環境保全の両立に貢献する事業を展開しています。

自動車・機械部品や半導体・電池材料向けの熱処理炉、排液が少ない異形塗布

装置、製鉄所向け大型工業炉、燃焼機器などを提供するほか、脱炭素社会に向

けた水素燃焼技術やアンモニア利用技術の開発を進め、電化ソリューションに

も注力しています。これらの取り組みを通じて気候変動をはじめとするさまざ

まな課題の解決に貢献し、人と地球が共生する豊かな未来の創造に取り組んで

います。
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